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可動式固定柵の導入について

京浜急行電鉄株式会社
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可動式固定柵の導入

資料1-7資料1-2



可動式固定柵の導入
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可動式固定柵 開口３．２ｍ

◯ メリット
・可動式ホーム柵に比較
し工事費が低減
（約４割程度）

・メンテナンス費が不要

◯ デメリット
・開閉に人員が必要

電気工事 土木工事 メンテナンス

可動式固定柵 な し 製作・設置・タイル改修 な し

可動式ホーム柵 電源・接続・機器 設置・タイル改修 通常メンテナンス・更新

可動式固定柵の導入
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⻄武鉄道における可動式ホーム柵整備について

2021年8月24日

資料1-7資料1-4



1

課題となっていた事例の概要

⾞両ドア位置やドア数の不整合および停⽌制動の確保に対応した
開口幅の大きい可動式ホーム柵の選定

10000系（ドア数︓1〜2枚/1両）

「52席の至福」
（ドア数︓2枚/1両）

40000系他
（ドア数︓4枚/1両）

⾞両ドア位置・ドア数の不整合 停⽌制動の確保

550㎜ 550㎜

⾞両定位置停⽌装置（TASC）未
整備のため、停⽌制動±550㎜を確
保する必要性がある。

課 題
概 要

最大4,200㎜の開口幅が必要（⻄武新宿線のみ）
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2

解決した方法・方策

最大開口幅4,200㎜（⼾袋最⼩寸法920㎜）に対応した
大開口の可動式ホーム柵を採用

解 決
方 法

⻑尺多段式のドアを用いた大開口の可動式ホーム柵を採用

2ドア⾞両
「52席の至福」
（4000系）

特急⾞両
（10000系）

4ドア⾞両
（40000系）

・・・乗降⼝でない⾞両ドア部

開口幅
4,200㎜

開⼝幅
4,000㎜

⼾袋寸法
920㎜

⼾袋寸法
920㎜

⻄武新宿駅2番ホーム
（開⼝幅4,200㎜）

※⻄武池袋線は10000系特急⾞両が⼊線しないため、
標準開⼝の可動式ホーム柵を採用している。
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3

工夫点

10000系特急⾞両のドア位置に合わせた開口であり、
4ドア⾞両到着時、常時連結していない部分の⾞両連結部での転落防⽌のため
可動式ホーム柵は片側のドアのみ開扉する仕様とした。

工夫点

特急⾞両
（10000系）

4ドア⾞両
（2000系）※8+2両編成

該当箇所

10000系⾞両が停⾞した場合 4ドア⾞両が停⾞した場合

※8+2両編成の
場合
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2021年８月24日（⽕）

「ホームドア整備における課題および解決事例について」

・新型ホームドア（大開口タイプ）の導入検討

・新型ＱＲコード（ｔＱＲ）によるホームドア開閉制御
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2

ホームドア整備（課題解決）事例①について
１）課題となっていた事例の概要

ＭＳＥ

⼀般⾞共通ドア（最大開口幅︓2780mm）

× × × ×

扉納まる ×扉納まらない

⼀般⾞と扉の位置が異なり、標準的な開口幅のホームドアでは対応できない

２）それを解決した方法・方策

新型ホームドア（大開口タイプ）の導入を検討
昇降式ホームドア

課題① 特急⾞と⼀般⾞の扉位置の違い

二段引きホームドア

OR

両者を多方面から比較
検討し、「二段引きホー
ムドア」に優位性があると
判断
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3

ホームドア整備（課題解決）事例②について
１）課題となっていた事例の概要

レール間に設置された地上子にて地上と⾞上を連動させるシステムが構築できないため、
乗務員が個別に操作。他社ではホームドアシステムと⾞両システムを連携して⾃動的に
ドアを開閉している。

２）それを解決した方法・方策

課題② ⾞両の扉とホームドアの開閉が⾮連動

実現には、制御システムの新たな構築等が必要となる。

新型ORコード(tQR )による「ホームドア自動開閉制御システム（地上完結型）」を採用🄬

列⾞の扉ガラス部分にtQR  を貼付する
とともにホーム上家に設置する専用固定
カメラで読み取ることにより、⾞掌の列⾞
扉操作に連動してホームドアも開閉扉す
る。
※新型ORコード（tQR )は株式会社デン

ソーウェーブの登録商標です。

🄬

🄬
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4

ホームドア整備（課題解決）事例について

３）課題解決事例の特徴や⼯夫・苦労した点(他の駅・路線等に展開するにあたっての留意点等）

【共通】
・ 列⾞の両数毎の停⽌位置が統⼀されていなかったため、停⽌位置の統⼀を実施。（苦労点）
・ 2018年以降に新造した７００００形（GSE）以降の新型特急⾞両については、ホームドアを考
慮した扉配置とした。（⼯夫点）
【課題①の解決策】
・ ホームドア⼾袋の重量増加に対応したホーム補強の検討・実施（苦労点）
・ 特急⾞の⼀部⾞両の扉とホームドア⼾袋の重なりが発⽣することに対し、お客様への影響が最⼩限
となるような扉制御。（⼯夫点）
【課題②の解決策】
・ ⾞両扉へのQRコード貼付け枚数およびQR用カメラ数が最⼩となる配置の検討。（⼯夫点）
・ ホームドアが⾞両扉に遅れて開扉することとなるため、QRシステムとホームドアシステム間の連携にお
ける処理時間（ドア動き検知）のタイムラグを少なくする。（苦労点）
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りんかい線のホームドア
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りんかい線のホームドア

1

国際展示場

形状 可動式ホーム柵
（高さ1,360mm）

運転方式 手動ブレーキによる停⽌

ホームドア開 自動開
（定位置への停⾞で開動作）

ホームドア閉 自動閉
（⾞両のドア閉検知で閉動作）

⾞両改造を⾏わず、ホーム上のセンサを用いて
ホームドアの自動開閉制御を⾏う。
（地上完結型自動開閉制御）
異なる⾞両のドア位置に対応するため、最⼤
4,130mmの⼤開口を設ける。
開口部には、安全性の高い３Ｄセンサを採用。

⼤井町駅

平成３０年９⽉３０⽇

１番線（下り︓⼤崎方面）
令和２年２⽉２４⽇（⽉）

２番線（上り︓新⽊場方面）
令和２年２⽉１６⽇（⽇）
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第1回資料
４．ホームドア整備における課題
１−１扉位置が異なる

１）課題となっていた事例の概要
• 総武緩行線は、10両編成のうち5号車が

6ドア車と4ドア車の編成が混在
• 車両のドア位置とホームドア⼾袋が重なり、

6ドア車と4ドア車双方への対応不可

ホームドア整備における課題解決事例①

４ドア車両

６ドア車両

２）それを解決した方法・方策

・11両編成を10両編成
に変更

・保安装置変更
・帯の張替え
・行先表示器等各種機器
のソフト変更

⼭⼿線からの車両転⽤（⼯期：2017年度〜2019年度）

既存編成の組換えイメージ（⼯期：2017年度〜2019年度）
6ドア車

4ドア化

他線区へ転⽤ 廃車

• 山手線から車両を転用し4ドアに統一
• 一部は既存編成を組換え4ドア化
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第1回資料
４．ホームドア整備における課題
２−１．ホームドアの⾃重や⽔平方向の荷重に対するホームの補強

１）課題となっていた事例の概要
• JR東日本では、お客さまの列車との接触や線路への転落を防止する対策として

2010年に山手線に在来線初のホームドアを導入し、他線区にも順次整備を拡大
• ホームドアは重量が大きいため、ホームの構造等にもよるが、ホーム補強工事が大規模になり、

工期・工事費が過大になる課題

鋼管杭

ホームドア整備における課題解決事例②

従来型のホームドア従来型のホームドアを設置するための
ホーム補強⼯事イメージ
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形式 スマートホームドア® 従来型のホームドア

外観

寸法
筐体高さ：1,200mm
ドア高さ：1,100mm
下部隙間：370mm
標準開口：2,000mm

筐体高さ：1,300mm
ドア高さ：1,200mm
下部隙間：150mm
標準開口：2,000mm

重量 約200kg 約350kg

耐荷重 水平荷重：2,450N/m 垂直荷重：980N/m 

検知機能 居残り検知、⼾当たり検知、引き込み検知

・スマートホームドア®は扉部をフレームで構成したシンプルな構造で内部機構を簡素化し、軽量化を実現
・機械設備費で約50％低減を想定（従来型ホームドア・山手線当初導入時比）
・盛土ホームの場合で約40％短縮を想定（従来型ホームドア比）

ホームドア整備における課題解決事例②

２）それを解決した方法・方策
早期整備を図るため、軽量で工期短縮可能なスマートホームドア®を開発・導入

３）課題解決事例の特徴や工夫・苦労した点

・スマートホームドア®は2016年12月に横浜線町田駅で1両分を試行導入。機能改良を加え、データ収集を実施しながら、
2017年7月から1編成分の試行導入【機能改良点】下部バーの追加、上部バーを⻩⾊に塗⾊

・スマートホームドア®は2020年２月に京浜東北線蕨駅に本格導入

※スマートホームドア®はJR東日本メカトロニクス㈱の登録商標
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●荷重の見直しに伴い作用力が小さくなることで、
鋼管杭などによる大規模な補強工事を軽減

●スマートホームドア®の場合も、ホーム補強が必要な
範囲の低減により、工事の簡素化を実現

【従来型のホームドア】補強工事の簡素化イメージ

■新型ホームドアの開発■ホームドアに対する設計荷重の見直し

●お客さまの安全・安心の実現
●工事期間の短縮・早期使用開始

開発コンセプト

●従来型ホームドアと同程度の壁面面積を確保し、
安全・安心を提供

●扉や⼾袋をスリット化して⾵が抜ける構造とすること
で⾵圧影響を軽減し、ホーム補強を簡素化

●据付構造を他のホームドアと共通化することで設計・
施工を効率化

外観イメージ

●導入時期未定

●ホームドアの設計に適用する荷重（⾵・推力）を適切
に見直すことで、ホーム補強工事の簡素化を実現

＜従来の荷重＞ ＜見直した荷重＞

荷重大 荷重小

作用力大 作用力小

鋼管杭

特 徴

４）その他（早期整備に向けた取組み事例）
ホームドア整備における課題解決事例②
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・運転士目安板の設置

・停⾞時分の付加 （例）調布駅２０秒 → ４５秒
・運転時分の付加 （例）新宿駅〜笹塚駅間を実績＋３０秒）

・定位置停⽌装置はなし
・⾞両扉と⾮連動

ＦＤ
(京王)

・運転時分の増加
・停⾞時分の増加

リスク

⇒速達性や定時性が課題
⇒運転士の技量により差が⽣じる

（定位置停⽌ができなければ前進、
退⾏が発⽣しロスが⽣じる）

ダイヤ設定上の工夫

停止位置に正確に止めるための工夫
停⽌する時の目安板と▼印位置
（京王⾞両の場合）

・紺⾊帯は京王車両用、緑⾊帯は都営車両用
・点線は運転士、車掌で開扉可能かどうか
打ち合わせをする目安のエリア

乗

務

員

室

地上側
壁やＦＤ本体などに固定

乗

務

員

室

⾞両側
運転席横窓に▼印

※地上に対して相対的に移動
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布田駅（ずい道内壁に設置） 調布駅（土台を製作して設置） 飛田給駅（FD筐体に設置）

新宿駅（FD筐体に設置） 渋谷駅（FD筐体に設置）運転台からの様子
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